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本研究では、以下の具体的な検討課題について検討する。

1．従来の種々の先行研究を参考に、理論的妥当性に基づいた、高齢者の生活活動領域の

仮説構造を設定し、各領域を代表する項目を広範囲に選択する。

2．予備調査、第一次調査、および第2次調査より収集した資料の基礎解析結果に基づき、

第1次ADL調査票を作成する。

3．第1次ADL調査項目の基礎解析結果に基づき、有効な調査項目および評価尺度を検

討する

4.ADL調査票による結果は、実際の体力水準をある程度反映していることが重要であ

る。本研究では、調査項目間の内的整合性による妥当性のみならず、体力測定結果を

妥当基準とした基準関連妥当性の検討を行う。加えて、ADLによる評価と健康度お

よび体力自己評価との関連についても検討する。これらの検討を通して、最終的に有

効と考えられるADL項目および調査票を作成する。

5．簡便なADL調査票および評価基準・判定基準を作成する。

また、上述の研究課題を検討し、在宅高齢者のためのADL調査票を作成すること

により、以下の諸点における有効性が期待できる。

1．不特定多数の高齢者の体力測定の場合、安全性が最優先される。事前のメディカルチ

ェックと共に、基本的な日常生活活動能力の評価は必要不可欠である。本研究で作成

するADL調査票はスクリーニングテストの役割を果たす。

2．本研究で作成するADL調査票を利用することにより、体力測定が不可能な高齢者や

危険な高齢者、あるいは時間的・環境的制約等により体力測定が困難な高齢者の体力

や活動能力を概略的に把握・評価することができる。

3．安全性、実用性の点から全ての体力要素の測定は困難であり、場合によって危険性が

伴う。本研究で作成するADL調査票により、測定が困難な体力要素や生活活動成就

能力を簡便に推定しうる。
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第1部:項目の選択および動作能力特性の検討

1．調査項目

2在宅高齢者の各種日常生活動作(ADL)における相互の関

連性と難易度の検討

S.在宅高齢者の日常生活動作の特徴
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表2既存の調査項目（一般高齢者用ADL調査票）に関する概要
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文献被検者Ⅲ碇項目く結論及び内容＞

Lawton&砺舌、買↓物、食事この指標は手段的ADLj態と呼ばれ、正常
Brody の仕度、家事、洗瀝 な成人が日常行っている活動により近い水準で
(1969)外出時の交通手段、老人のADLを浬促しようとした最初の試み。

医薬品のI晩、金銭伝統的な男女の生活パターンの違いを考慮
の出納の8項目 して、男女別の採点緋力設けられている。こ

の尺度の再現性係数は男で0.96,女で0.93で高
<、他の3つの狽淀尺度との積率梱謁係数は、
0.36～0.61で必ずしも十分なものではなかった
と報告している。

筋力や瞬発力順運動や動作の胡1的余裕、自動勺体力観､疲
動力）柔軟性や平労の自覚症状、身体の健康に関する自覚症状、身

職業榧炎齢者
求職にきたに

歳から65歳の煥瀧や巧繊性鯛体的老化に関する自覚症状等からなる調査票であ

高
所
弱

職菊田究所
8）(197

1334人(男子12整力),全身持久性る。
82人､女子52人）（持続力）等の日

常生活の基本とな
る諸搬能から16項
目選択

Pfefferら一般在宅老人機能的ADLと手徴能的ADL｝鯉の得点と手段的ADL指標
(1982)段的ADLを含むの得点との積率ｲ鯛係数は0.72で信駆間は0.64

10項目～0.79であったと報告している。

古谷野ら都市在住の65歳手段的及び磯能的質問項目は、手段的自立、笂酌掘功性及び社
(1986)以上の高齢者
(老研式）7,735名

ADL尺度、及び、
社会的役割から抽

会的役割の3つの共通因子によって構成され、各
因子はLawtonの体系図の中の、社会的役割、状況

出された13項目対応及ひ手段的自立に属するとしている。
{討離の検討において、P油整合性による信
頼性係数は0.913と高かったと報告している。

生山ら都市田主及び老Lawtonの身体的自高い水準から低い水準までの動作能力を捉え
(1991)人ホーム在住の立から難曲健康ることを目的として作成され、76%の{諦泄係数

50歳以上の者94度までを、身体活力鳴られたと報告している。また、高齢者の身体
5名（在宅734,動水準とし、その活動能力を体力要素別に分け、高齢者に必要かつ
老人ホーム211中から20項目選択特徴的な因子として筋力系及び捺欠力系因子をあ
名）げている。

西嶋ら60歳以上在宅生山らの撒票に、
(1993)高齢者640名調整力を示す項目

年齢、生活体力のﾌｨー ﾙドﾃｽﾄの狽促値、それを
基に算出した総合得点､及び握力を外的鉾とし

(男204、女436名）を伽pした35項目て妥当性の検討を行い、年鮒笥で男性が-0.394、
女性で-0.340、総合得点との間に男性が0.612、
女性で0.473の有意な相謁力朔められた。また、

各狽淀値および握力の値との間においても有意な
梱謁鮒力靭められた。

兵

金ら60～94歳の在宅日常生活動作に関す高齢者の日常生活動作能力の因子構造を検討
(1993)高齢女性252名る質問用紙をもとにした結果、全身の移動、上肢の操作、手指の操作

2蝿目からなる簡易および起立・姿勢変換の4因子が抽出された。こ
組テスト の4因子を基に、合計2噸目からなる簡易組テス

卜を作成している。

金ら韓国の老人大学全身の移動、上肢の 調査項目を共通性、信頼性、妥当性等の立場
(1994)に通う高齢女性操作､手指の操作及から検討を行い、下記に示す項目を選択した。こ

159名｡交差妥び起立･姿勢変換のの簡易質R柵の{言頼性を推定した結果は､0.77~
当性の検討のた因子からなる項目を0.88であり、因子分析から得た名倒昨領域の領域
めに別の老人大作成した。得点を妥当群にした誹関里妥当性は全て0.74
学に通う高齢女以上、また年齢との梱謁も負の値を示した。
性200名を対象
とした。



注)領域a.I:基本的日常生活動作，Ⅱ:生活関連動作，Ⅲ:創造的動作
注)領域b.A:移動系動作､B:操作性動作､C:平衡系動作､D:姿勢変換系動作
注)領域c.1:移動･階段昇降･自乗動作､2:起居･姿勢保持動作､3:更衣動作､4:食事動作､5:家事(調理)動作､6:家事(掃除)動作

7:運搬動作､8:入浴動作､9:排泄･整容動作、10:生活関連動作･その他
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領域a領域b領域cNo． 項目内容 領域a領域b領域c N◎． 項目内容

I A 1 1 家の中を自由に歩いて移動する～ I B 3 69 1人でかぶり型衣野(シャツなど)を着る～

I A 1 2 高さ20cmほどのしきいをまたぐ～ I B 3 70 1人で前開き型衣類(カッターシャツなど)を着る～

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ
Ａ

１
１

１
１

１
１
１

３
４

５
６

７
８
９

幅20cmほどの溝をまたぐ～

幅30cmほどの溝をまたぐ～

幅20cmほどの溝をとびこえる～

幅30cmぐらいの溝をとびこえる～

となり近所なら外出する～

自分の町内なら,外出する～

かなり遠いところでも外出する～

I

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

B

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

3

４
４

４
４

４
４

71

72

73

74

75

76

77

1人でズボン穴にペルトを通す～

フォークまたはスプーンを使い食事をする～

フォーク,スプーン,はしを上手に使い食事をする～

皮の薄いみかんを手でむく～

皮の厚い夏みかんでも手でむく～

プッシュ式のポットでお湯や水をコップにそそぐ～

やかんの中のお湯や水をコップにそそぐ～

Ｉ
Ⅱ
Ⅱ

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ａ
Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
Ａ
Ａ

A

１
１
１

１
１

１
１

１
１
１

1

０
１
２

１
１
１

３
４
１
１

15

16

17

18

19

20

病院や施股のゆるやかな坂の上り下り～

さか道の上り下り～

急なさか道の上り下り～

つえなどを使い.まっすぐ歩く～

何も利用せずにまっすぐ歩く～

片手に軽い物を持って歩く～

両手に軽い物を持って歩く～

途中で休みをとり，歩道橋を渡る～

途中で休みをとらずに歩道橋を遮る～

歩道橋を楽に渡る～

横断歩道を青侭号の間によゆうをもって遮る～

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

B

Ｂ
Ｂ

４
４

５
５

５
５

５
５

6

６
６

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

1しょうびんを両手で持ち.お酒をｺｯブにつぐ～

1しょうびんを片手で持ち,お酒をコップにつぐ～

包丁などで.野菜や果物を細かく切る(千切りなど)～

包丁などで.じゃがいものような小さな物の皮をむく～

すり鉢を押さえてもらえば.すりこぎを使いごまなどをする～

自分ですり鉢を押さえ,すりこぎを使いごまなどをする～

びんを押さえてもらえば’栓ぬきを使い栓を開ける～

自分でびんを押さえ,栓ぬきを使い栓を開ける～

、よりも高い所のせんたくもの #干し,取り込む～

手伝ってもらえば,重いふとんをたたむ～

1人で重いふとんをたたむ～

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ

Ａ
Ａ
Ａ

１
１
１
１
１

１
１
１

21

22

23

24

25

26

27

28

5分間ほどなら普通に歩く～

10分間ほどなら普通に歩く～

15分間ほどなら普通に歩く～

30分間ほどなら普通に歩く～

1時間でも普通に歩く～

3分間ほどならいそぎ歩きする～

5分間ほどならいそぎ歩きする～

10分間以上でもいそぎ歩きする～

Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

I

Ⅱ

B

Ｂ
Ｂ

B

Ｂ
Ｂ

Ａ
Ａ

6

６
６

6

６
６

７
７

89

90

91

92

93

94

95

96

しゃがんだ姿勢でぞうきん掛けをする～

ほうきを使いゴミをはく～

ほうきとちり取りを使い,ゴミを取る～

そうじ機を使う～

肩の高さの手の届く範囲ならば,はたきを使いそうじする～

肩より高い所でもはたきを使いそうじする～

中身の入っているなべをこぼさずに持つ～

中身の入っているなべをこぼさずに持って移動する～

Ｉ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

Ⅱ

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
A

A

１
１
１
１
1

1

29

30

31

32

33

34

つま先立ち～

つま先立ちで5mほど歩く～

つま先立ちで10mほど歩く～

つま先立ちで20m以上歩く～

庭のとび石(約30cm幅)をぐらぐらせずに渡る～

手すりにつかまらず,階段を1足1段で上り下りする～

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ａ
Ａ
Ａ

Ａ
Ａ
Ａ

７
７
７

７
７
７

97

98

99

100

101

102

5kgほどのお米袋やつけもの石などを持つ～

5kgほどのお米袋やつけもの石などを持ち．5mほど歩く～

5kgほどのお米袋やつけもの石などを持ち，10mほど歩く～

10kgほどのお米袋やつけもの石などを持つ～

10kgほどのお米袋やつけもの石などを持ち.5mほど歩く～

10kgほどのお米袋やつけもの石などを持ち，10mほど歩く～

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ

Ｉ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ

Ａ
Ａ

A

Ａ
Ａ
Ａ

A

１
１

1

１
１
１

1

35

36

37

38

39

40

41

両手を使い,腰を下ろすか,四つんばいのまま家に上がる～

立った姿勢のままで,えん側から家に上がる～

1人でタクシーを乗り降りする～

介助があれば.バスを乗り降りする～

時間はかかるが，1人でバスを乗り降りする～

1人で普通にバスを乗り降りする～

列車やバスを1人で利用する～

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

I

Ｂ
Ｂ
Ａ
Ａ

Ａ
Ａ
Ａ

７
７

７
７

７
７

8

103

104

105

106

107

108

109

重いふとんを押し入れに入れられないが.出す～

重いふとんを押入れから出し入れする～

夏ふとんや毛布などの軽いふとんを両手でかかえて歩く～

重いふとんでも両手でかかえて歩く～

水が半分以上入ったバケツを持ち上げる～

水が半分以上入ったバケツを持ち,こぼさずに5mほど運ぶ～

何にもつかまらず,浴そうを出入りする～

Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ

１
１
１

Ａ
Ａ
Ａ

Ｄ
Ｄ
Ｄ

１
１
１

２
２
２

42

43

44

45

46

47

介助があれば,エスカレーターを乗り降りする～

ベルトにつかまり，エスカレーターを乗り降りする～

ベルトにつかまらず.エスカレーターを乗り降りする～

仰向けから半身の状魍になり，両手を使い上体を起こす～

仰向けから両手でたたみを押して,上体を起こす～

仰向けから手を使わずに,上体を起こす～

Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｉ

Ⅲ

Ⅲ

Ｄ
Ｄ

Ｂ
Ｂ

B

B

９
９

９
９

10

10

110

111

２
３
１
１
１
１

114

115

何かにつかまれば,和式トイレを使用する～

何にもつかまらず,和式トイレを使用する～

手のつめを自分で切る～

足のつめを自分で切る～

赤ん坊(1歳未満児)をだきあげる～

はさみを使い,線に沿って紙などを正しく切る～

１
１
１

I

１
１
１

Ｉ
Ｉ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

Ｄ
Ｄ
Ｄ
，

Ｄ
Ｄ
Ｄ

Ｄ
Ｄ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

２
２
２

2

２
２
２

２
２

２
２
２
２
２

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

床に座り,膝を伸ばしたままで膝をつかむ～

床に座り,膝はやや曲るが,足首をつかむ～

床に座り,膝を曲げずに足首をつかむ～

立った姿勢から何にもつかまらずに床に座る～

立った姿勢で膝を曲げず.手を下に伸ばし,膝に触れる～

立った姿勢で膝を曲げず.手を下に伸ばし,足首に触れる～

立った姿勢で膝を曲げず,手を下に伸ばし,床に触れる～

いすに座った状魍から何にもつかまらず立つ～

床に座った状態から何にもつかまらず立つ～

何かにつかまり,膝立ち姿勢をする～

何にもつかまらず,膝立ち姿勢をする～

何かにつかまり,膝立ち姿勢を10秒間つづける～

何にもつかまらず,膝立ち姿勢を10秒間つづける～

何にもつかまらず,膝立ち姿勢を20秒間以上つづける～

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

Ⅲ
Ⅲ

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

A

B

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

ｃ
ｃ

Ｃ
Ｃ
Ｃ

C

B

A

10

10

０
０
０
０

１
１
１
１
10

10

10

10

10

10

10

10

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

はしごにのぼる～

草むしり程度の軽い畑仕事をする～

いすに座った状態で,片足を水平に上げる～

いすに座った状態で,5秒間ほど片足を水平に上げる～

いすに座った状魍で,両足を水平に上げる～

いすに座った状態で,5秒間ほど両足を水平に上げる～

目を開けたまま2,3秒間,片足立ち姿勢をとる～

目春閣けたまま30秒間片足立ち姿勢をとる～

目を閉じた状魑で,両足立ち姿勢をとる～

目を閉じた状態で‘片足立ち姿勢をとる～

自害閉じた状魍でとび上がり.体を横むきにする～

目を閉じたまま5秒間ほど,片足立ち姿勢をとる～

盃据をかけたり．受けたりする～

あぶないと思った時.すぐ身をかわす～

Ⅲ A 10 130 1人で頁 銃 吟する～

Ⅲ B 10 131 舞曲紐をたばね．ひもでくくる～

Ⅲ
Ⅲ
Ｂ
Ｂ
10

10

132

133

床にころがったものを両手で拾う～

床にころがったものを片手で拾う～

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ｃ
Ｃ
Ｃ

２
２
２

62

63

64

列車やバスの吊り皮や手すりにつかまり，5分間ほど立っている～

列車やバスの吊り皮や手すりにつかまり，10分間ほど立っている～

列車やバスの吊り皮や手すりにつかまり．15分間以上でも立っている～

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

３
３
３
３

65

66

67

68

立った姿勢で何かにつかまり，1人でズボンやスカートをはく～

立った姿勢で何にもつかまらず，1人でズボンやスカートをはく～

介助があれば,立った姿勢でくつ下をはく～

立った姿勢で何かにつかまり．1人でくつ下をはく～


